







て有名な崇徳院や、伊豆諸島や沖縄までをも舞台に、英雄として語り継がれた源為朝は、 『保元物語』の登場人物である。この物語が描く戦いである保元の乱は、天皇家、摂関家、平氏、源氏の四つの家が、それぞれ二つに分かれて対峙することとなったという意味でも特色のある争乱であり、そのために『保元物語』は、政治を動かす権力の闘 とは異なる次元での、親子、兄弟 様々なありようも描かれ、豊かな文学世界を持つ作品である。
一方、保元の乱は、都の中の狭い範囲で勃発した、しかも
短期間の戦いであったが、後に、この戦いに関わった藤原忠通の息慈円が、歴史書『愚管抄』 おいて、 「ムサノ世」 （武者の世）になるきっかけとなった争乱だったと評したように、江戸幕府の滅亡まで長きにわたって続く、武士が社会の表舞台に立つ時代 幕開けともなる、歴史的にも大きな意味を持つ画期となった戦いであった。 『保元物語』は、こうした歴史の大きなうねりを描いてい という点でも注目される軍記作品である。
この作品が、 『保元物語』というタイトルを持つのは、も
ちろん、保元元年（一一五六）に起こった保元の乱を描くからである。その三年後の平治元年（一一五九）に、保元の乱で勝利をおさめた二人 武将が対 し、そ うちの一人であった源義朝が敗れ、勝ち残った平清盛を中心とする平氏 族
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が政権の中心に躍り出ることになるのであるが、この戦いも平治の乱とよばれ、その顛末を描いた『平治物語』も成立し、二作品が後世になって 一つのセットのように組み合わされて伝わっていたことも分かっている。さらに、その平氏一門が義朝の子どもたちによって滅ぼされ 治承・寿永 内乱を描いた『平家物語』 、その後の鎌倉幕府成立ののちの承久三年（一二二一）に起こっ 承久 乱 顛末を描いた『承久記』は、 つにくくられる時代の四つ 争乱 軍記物語ということで、 「四部合戦状本」という一つのまとまりとしてとらえられて ことも知られている。そうした内乱を経て、鎌倉幕府の確立という形でできあ って た武士の時代に生きた人々にとっても、この戦いの起きた保元元年という年は、ある特別な意味を持って受け止められていたことは想像に難くない。それゆえ、この四つの物語の中でも、この『保元物語』だけが、 の戦いの時点を、後述するように「近曾（または、近比） 」や「中比」と明示することばから筆を起こすことになったのではないかとも考えられるのである。
さて、そうした『保元物語』にも、他の軍記物語と同様に
多くの異本が現存し、そのこと 広く享受される中で物語が様々に流動していったことを知らしめて 。そ 伝本は
これまで詳細に検討され、分類されてきたが、現在、定説となっているのは、永積安明による分類であろう。
永積は、 『保元物語』も『平家物語』と同様に「語り」に
よる媒介によって多種にわたる異本群が生み出されたという前提のもと、最も古態を示すとされる文保・半井本を一類にすえ、八類本 した流布本 さみ九類にまで及ぶ諸 系統を展開させた。筆者自身は、こ うちの第二類とされる鎌倉本と、第三類におかれた京都大学付属図書館蔵本（以下、京図本）の系統の先後関係に関しては、今なお検討の余地が残るかと考えている ではあ が 現在の研究状況においては、一応、この永積分類に基づいて、諸本系統やそれぞれ 異本の性格を考察する いうのが基本になっている。
この中で、金刀比羅宮蔵本（以下、金刀本）をもって代表
的な写本として、一つのグループと れるの 四類本であ 。現存の写本の中でも 古くは最も流布したと考えられておりさらに『平家物語』 の覚一本にたとえられる、洗練さ本文を持つとされ、現在でも全集などに取り上げられるこも多い。古態を示すとして注目の集まっている半井本とならんで、研究においても主要な本文である。
その四類本の大きな特徴は、何と言っても、本稿の冒頭で
15　四類本『保元物語』の時代認識─冒頭のことば「中比」をめぐって
も言及した為朝の渡島譚を欠くことである。四類本のうちの一つである陽明文庫蔵宝徳本 底本にした小学館新編日本古典文学全集本の頭注では、 「この世で起こり得たことどもを語った、底本等のここまでの話は、歴史を題材とする物語として受け止められるが、為朝鬼島 りの話には、 の世ではあるはずのない内容を含んでいると見て、 物語と ては、本来的な語りではないと判断する」と、該本の編纂意図を推定して説明している。古くは最も流布したとされながらも、その本に欠けている内容が広 流布し 結果、版本として広まった流布本は、ほぼ一類本と同じ内容を持つという状況であるのが、 『保元物語』の諸本流動の大きな特徴であり、問題点でもあると言えよう。本稿の立場に関わって考えるならば、この問題 根底にも、 「歴史とは何か」という 質的なテーマに関わる認識がある可能性が考えられるこ 重要なポイントである。
さて、この四類本のもう一つの大きな特徴は、冒頭の一語



































区切り方や巻を区切り目 違いとの関わりに注目し、四類本の中でも上・中・下という巻 区切り方や区切り目 安定して共通している伝本が「中比」で始まり、上・中・下の三巻に分けながらも区切り目 伝 によって安定していない 類
～三類本、及び上・下の二巻に分ける宝徳本と東大本保元記が「近ごろ」と始まることを指摘した上で以下のように述べる。
　「近比」→「中比」への變改は、鳥羽院在世時を「近比」という時間感覚で捉えた原保元成立時の表現が、時間の進行に伴って不適當表現となり、後代、保元物語を書き變えた改作者が、これを改作時からみた時間感覺によって、鳥羽院在世時を「中比」と改め、表現の適正をはかったものとみられる。そして、こうし 卷頭表現の有意の變改は、奇しくも分卷形態の安定化と呼應し それは寶徳本、東大本を除 他の四類本 段階においてあらわ るのである。とすれば、寶徳本、東大本 除く他の四類本は、いずれも少くとも鳥羽院在世時を「近比」とみることに非條理を感ずる時點に成立し、敢てそれを修正することを選んだ傳 群というこ になる。それに對し、四類本中の寶徳本 東大 は、鳥羽院在世時を























意味を考える時に、文学ジャンル よ 違いを考慮 入れることの重要性が浮かび上がる。そ 文学ジャンル 、いつごろから、どのように盛んになり、また逆にいつごろから衰退
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③和田義盛が語る騎馬での戦の仕方の変遷を、 「昔様」 「中比」 「近代」と説明する場面


























たひ舞はるゝに、中比太宰権帥季仲卿といふ人ありけり。あまりに色のくろかりければ、見る人黒帥 ぞ申ける。其人い だ蔵人頭なりし時、五節に舞はれければ、それも拍子をかへて、 「あなくろ
ぐ
、くろき頭かな。いか



































てよみければ、枯たる草木も花さき実なり、飛ぶ鳥も従ひけり。中比の事ぞかし。延喜御門神泉苑に行幸あッて、池のみぎはに鷺のゐたりけるを、六位を召して、 「あの鷺とッてまゐらせよ」と仰ければ、いかでかとらんと思ひけれども、綸言なればあゆみ向ふ。鷺はねづくろひしてたゝんとす。 「宣旨ぞ」と仰すれば、ひらんで飛 ら









治の乱を描く『平治物語』には、 「中比」という言葉の用例は見当たらない。ただし、 「いにしへより今にいたるまで、王者の人臣を賞ずるは、和漢両朝をとぶらふに文武二道を先とせり」と、儒教的な為政者としてのあり様を説いた後で、平治の乱の当事者である信西と藤原信頼を対照的な筆致で登場させていて、叙述 にとっての現在を「今」ととらえ、「いにしへ」から現在までを見通すといった態度を表している。
こうした『平家物語』のあり方などを参考にして考えてみ































































本『平家物語』での「中比」の⑧⑨の用例の意味である。醍醐天皇の御世が「中古」のはじめである で、その皇子たちも「中比」 ころの人ということになるであろう。慈円の時代区分の認識がど まで一般的だったのかは疑問であるものの、醍醐天皇の名を挙げる時に、すかさず「中比」と付け加える は、慈円の、延喜の だという認識の影響なのではないだろうか。ただし、注意しなくて ならないは、⑧⑨の内容を見ても、そこに末法思想の影響までは見出すことは出来ないように思われる とである。
さらに、⑤や⑦の用例でも、 「中比」と相対する時期とし
て、その前の「上古」 、その後の 末代 「末世」がイメージされ いる も確認できるが、それも正法・像法・ 法に対応させて語るというほどの、強 末法観があるわけではなく、
そこで使われている「末代」は、むしろ「現在」 「現代」に近い意味のように思われる。また、小野小町を「中比」の人とするのには、歌論などでの和歌の流れのとらえ方の影響があることも想像される。
また、慈円が、 「上古」と「末代」のあいだの期間全体を
指し示す言葉として「中古」と言ってい のに対し 軍記物語では、 「中比」 いう言葉 昔と現在の間のある一時点を指し示しているという使 分けもあ のだろう。
しかし、それぞれの時代認識には、互いに矛盾するところ



























































































































八四年十二月号） 、安東大隆「 『閑居友』の時代設定︱「昔・中比・ちかごろ」考」 （ 『解釈』三十・十二、一九八四）など。
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書」 （ 『日本文学』五六・ 二〇〇七 七
９
　
 ここでの「中古」は天智天皇の御世から平氏滅亡までである。
（しみず・ゆみこ
　
成城大学非常勤講師）
